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	2026/27 シーズン
	インフルエンザワクチン案内
	フルミスト® 経鼻生ワクチン・不活化ワクチン
	くまのこキッズアレルギークリニック


	はじめに
	2026-2027 シーズンのインフルエンザ流行に備え、当院では予防接種を実施いたします。
	インフルエンザの感染や重症化を防ぐためには、ワクチン接種が最も有効な手段の一つです。
	保護の意味
	ワクチン接種は、特に小さなお子様や基礎疾患を お持ちの方にとって、重症化を防ぐ上で非常に重要です。

	家族の健康
	一人ひとりの接種は、ご家族全体の健康保護につながります。 ご両親もぜひ接種をご検討ください。

	当院の接種体制の概要
	今シーズンは、皆様の多様なニーズにお応えするため、接種体制を一部変更いたしました。 主な変更点には、予約期間の延長（２か月先まで）、予約開始日の前倒し、などが含まれます。
	A型は H3N2（A香港）がメインの流行株でした。後半にかけて B型が流行しました。

	以前よりも季節性が少し薄れて、夏季や秋季でもインフルエンザの局所的流行がみられるようになりました。


	フルミスト® の詳細
	フルミスト® は、注射器を使わずに鼻の粘膜に直接スプレーして免疫をつける、
	新しいタイプのインフルエンザワクチンです。以下に、当院における具体的な情報をお伝えします。
	対象年齢
	接種回数
	定員
	料金
	ポイント：フルミスト®は生ワクチンであるため、接種にあたりいくつか注意点がございます。 安全に接種いただくために、以下の内容を必ずご確認ください。
	生ワクチンは、体内でウイルスを一時的に増やし「内側から免疫をつける」イメージです。 あえて弱く感染させるため、接種時には体調が万全であることが望まれます。 接種後、鼻咽頭から約 5-7 日にわたってウイルス排泄がありますが、通常他者への感染性はほぼないとされています。 ただし、ご家族に免疫不全の方（抗がん剤治療中など）がいる場合は避けられた方が良いと思います。


	フルミスト® 接種の注意点
	フルミスト® は生ワクチンであるため、接種にあたりいくつか注意点がございます。
	安全に接種いただくために、以下の内容を必ずご確認ください。
	単独接種のお願い
	当院では安全性を最優先し、フルミスト® は他のワクチンと同時に接種することはできません。
	生ワクチンとの接種間隔
	不活化ワクチンとの接種間隔
	２週間以上推奨します（決まりはありません）

	接種間隔の理由

	接種間隔の注意（当院ルール）
	4 週間以上 推奨します（例：MR、水痘、おたふくなど）
	実は日本では、フルミストと他のワクチンの接種間隔は規定されていません。米国では、厳密に生ワクチンとは 4 週間以上あけることが規定されているため、当院ではそれにならいます。
	接種スケジュールについてのご質問や、他のワクチンとの接種順序の相談が必要な場合は、お気軽に医師にご相談ください。
	副反応として、鼻汁鼻閉（約 60%）、咳（約 20%）、咽頭痛（約 20-30%）、発熱（約 10%）、頭痛（約 10%）がみられます。



	不活化ワクチンの接種について
	当院では、従来から実施している注射による不活化ワクチンも引き続き接種いただけます。 今シーズンも、ご家族での感染対策をサポートいたします。
	対象年齢
	１ 回接種量
	接種回数
	接種間隔
	料金（１ 回あたり・税込）
	合計料金（税込）
	生後 6 か月以上 3 歳未満
	0.25mL
	2 回
	2 週間以上
	3,500 円
	7,000 円
	3 歳以上 13 歳未満
	0.5mL
	2 回
	2 週間以上
	4,000 円
	8,000 円
	13 歳以上
	0.5mL
	1 回
	4,000 円
	4,000 円
	注意点
	13 歳未満の方は、十分な免疫を獲得するために原則 2 回接種を推奨しております。ただし、1 回目接種後 2 週間以内に接種すると、十分な免疫効果が期待できない可能性があります。

	効果と安全性
	不活化ワクチンは、長年の使用実績があり、安全性が高いです。 ただし、注射による痛みや腫れが起こることがあります。 また、免疫系の反応には個人の差異があります。
	年齢による料金の違いがありますので、ご予約前に接種する方の年齢と料金をご確認願います。


	保護者の方への接種について
	今年度も引き続き、お子さんのご両親も不活化インフルエンザワクチンの接種が可能です。
	お子様の感染予防はもちろん、ご家族皆様の健康を守るためにも、この機会にぜひ接種をご検討ください。
	対象と料金
	接種回数：1回

	接種の利点
	お子様の感染予防のサポート
	ご家族単位での感染対策
	お子さんと一緒でも親御さん単独でも接種ができます
	対象：当院診察券お持ちのお子様のご両親
	料金：1回 4,000 円（税込）

	予約について
	2か月先までご予約可能です。日時が表示されない場合は、予約が規定数に達しています。 0 時に日付が変わった時点で 2か月先までの予約枠が開放されていきます。
	予約時間での接種となります。お子さまと別日の予約の場合、在庫管理の都合上、後からお子さまと日程を合わせることはできません。同一日でも午前～午後など昼をまたいで合わせることはできません。ご了承お願いいたします。
	ネット予約のみです（はじめての方もネット予約をご利用いただけます）。電話や窓口での予約は受け付けておりません。


	初診患者さんの接種について
	19 歳未満のお子様は、当院を初めて受診される方でもインフルエンザワクチンの接種が可能です。 かかりつけの患者さん以外もお気軽にご予約ください。
	対象年齢
	19 歳未満のすべてのお子様 当院診察券をお持ちのお子様のご両親

	予約方法
	ネット予約のみとなります（はじめての方もネット予約をご利用いただけます）。電話・窓口予約不可です。

	この方針の利点
	皆様が健やかに冬を過ごせますよう、スタッフ一同全力でサポート
	家族全体の健康保護につながります
	医療機関としての社会責任の実践です
	初診患者さんも安心してワクチン接種を受けることができます
	接種に関するご不安な点や疑問点がございましたら、些細なことでも遠慮なく医師にご相談ください。 患者様一人ひとりの状況に合わせて、最適なワクチンをご提案させていただきます。


	ワクチン選択のポイント
	2歳以上19歳未満の方は経鼻生ワクチン（フルミスト®）と従来の不活化ワクチンの2種類からお選びいただけます。 上記以外の方は不活化ワクチンとなります。それぞれのワクチンの特徴を以下に示します。
	注射の痛みがありません
	鼻にスプレーするタイプのワクチンです
	対象：2歳以上19歳未満
	不活化ワクチン
	長年の使用実績があり安全性が高い
	皮下に注射するタイプのワクチンです
	注射による痛みや腫れが起こることがある

	経鼻生ワクチン（フルミスト®）
	対象：生後6か月以上（ご両親も含む）
	年齢により1回または2回の接種（効果持続約5か月）
	接種回数：1回（効果持続約1年）
	当院では単独接種　副反応で軽い感冒症状が起きることがある
	選択時の考慮点
	お子さまの年齢と健康状態
	予約可能日程の確認
	お子様の安全性への配慮
	家族全体の健康状況
	ご不明な点がございましたら、診察時に医師にご相談ください。患者様一人ひとりの状況に合わせて、最適なワクチンをご提案させていただきます。


	「フルミスト」接種を検討しているご家族へ
	日本では 2 歳〜 19 歳未満のお子さんに適応があります（ 米国では 50 歳未満の方が接種ができます ）。
	どのくらい効くの？
	ワクチン有効率
	ただし、まだ「速報」です

	よくある副反応


	56.7%
	注射とどちらが効くかを比べたデータはまだ ありません。
	どちらを選んでも大丈夫です。
	こんなときは相談を

	フルミスト（経鼻インフルエンザ生ワクチン）と抗インフルエンザ薬の間隔ガイド
	経鼻生ワクチンを上手に効かせるために －保護者の皆さまへ
	薬剤別の必要な間隔一覧
	接種後の管理
	接種後 2 週間は免疫づくりの仕上げ期間です。 この期間は抗インフルエンザ薬の使用を避け 発熱時はまず受診・電話相談をしましょう。

	薬剤
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